
令和５年度    串間市立北方小学校  学校関係者評価書  
Ｎｏ．１                                   （ ４ 期待以上   ３ ほぼ期待通り   ２ やや期待を下回る   １ 改善を要する ） 

本年度の 

重点目標 

【知】「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力、人間性等」の育成  ～子供が「分かった！ できた！」と実感できるような授業～ 

基礎・基本の確実な定着を図る取組、主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり、補充指導の場の確保、学習のサイクルの確立、読書教育の推進等 

【徳】思いやりの心と豊かなコミュニケーション能力を身に付けた児童の育成 

  思いやりのある態度、あいさつ、言葉遣い、返事の指導、時と場に応じた行動の指導（無言移動など）、豊かなコミュニケーション能力の指導等 

【体】健康や安全について自ら考え行動し、望ましい生活習慣や体力を身に付けた児童の育成 

  「早寝・早起き・朝ご飯」の生活習慣の確立(特に「早寝」) 、「自分の命は自分で守る」ことについての指導、「体力向上プラン」に基づく体力づくりの取組、むし歯予防の指導及び

治療率の向上等 

評価 

項目 

評価 

指標 

具体的な 

数値目標等 
方策・手立て 

評  

価  

結果及び考察・ 

改善策等 

学校関係者 

評価 結果及び考察・改善策等 

 

学 

力 

の 

向 

上 

１ 望ましい学習

習慣の定着を図

ります。 

○  立 腰 の 姿 勢 で し

っ か り 聞 い た り 書

い た り す る 児 童 が

90%以上  

○  家 庭 学 習 に 決 め

ら れ た 時 間 取 り 組

む こ と が で き る 児

童が 90%以上  

○  基本的な学習習慣について、「学習

の き ま り 」 に 基 づ い て 各 学 級 で 継 続

的 に 指 導 す る 。 定 着 し て い る 児 童 へ

の称賛等により、意欲付けを図る。  

○  「家庭学習の手引き」を活用して、

家 庭 へ の 啓 発 を 行 う 。 学 級 担 任 に よ

る毎日の確認・称賛等により、学年相

応 の 家 庭 学 習 の 習 慣 が 定 着 す る よ う

にする。  

２  

○ 立腰の姿勢で学習することができていると自覚してい

る児童の割合は 41％だった。学習中の姿勢について

は、今後とも家庭と連携して改善を図る必要がある。 

○ 家庭学習に決められた時間取り組めていると答えた児

童の割合は６５％だった。高学年になるほど、ゲームや

YouTubeの視聴時間が長くなる傾向が見られるので、

家庭と連携して改善策について検討していきたい。 

２  

○  学習中の姿勢について  

 は、今後とも継続して指導

していってほしい。  

○  家庭学習については、各

家庭での指導が大事だと

思う。参観日等を活用し

て、保護者の啓発をしては

どうか。  

２ 学習内容の基

礎・基本の確実

な定着を図りま

す。 

○  単 元 テ ス ト の 知

識 ・ 技 能 の 到 達 率

90%以上  

○  １ 単 位 時 間 の 授

業 の 中 に 習 熟 の 時

間を確保  

○  授 業に お いて 、 個 に応 じた 指 導 を

行う。  

○  単元計画の中で、知識・理解及び技

能を習得させる時間を位置付ける。  

○  北方タイムの時間を活用し、習

熟を図る。  

３  

○ 単元テストの知識・技能の到達率では、各学年におい

て、国語・算数ともに、９０％程度の定着が見られる。 

○  １単位時間の授業の中に習熟の時間を確保

するように１年間取り組んできた。来年度も

この取り組みを継続していく。  

３  
○  よい結果が出ていると

思う。継続して取り組んで

もらいた。い  

３ 思考力・判断

力・表現力及び

活用する力を高

めます。 

○  単 元 テ ス ト の 思

考・判断・表現の到

達率 80%以上  

○  1 単 位 時 間 の 中

に書く時間を確保  

○  授業において、自分の言葉で話

す、書くなど表現する場を意図的・

計画的に設定する。  

２  

○ 思考力・判断力・表現力に関しての単元テストの得点

率では、各学年において、国語は８４％、算数は７１％程

度の定着が見られた。次年度も、算数の活用力向上に向

けた取り組みについて研究を進め、改善を図りたい。 

２  
○  北方タイムで、算数の思

考力・判断力を高める取組

をしてはどうか。  

４ 進んで本に親し

み、様々な本を読

むなかで、豊かな

情操をもつ児童

を育てます。 

○  年 間 読 書 平 均 冊

数  

・低学年 80 冊以上  

・中学年 50 冊以上  

・高学年 30 冊以上  

○  朝 の 読 書 な ど 読 書 の 時 間 を 確 保

し、図書委員会の取り組みや図書室・

市 の 移 動 図 書 館 な ど の 活 用 を 通 し

て、本の貸し出しを積極的に行わせ、

読書に親しませる。  

３  

○ １２月までの読書平均冊数は、低学年 1００冊、中学

年６１冊、高学年５９冊だった。学校図書館や移動図書

を積極的に活用することができた。 

○ 図書委員会児童が、読書集会を開いたり、ビブリオバ

トルを実施したりするなどして、児童の読書意欲を高め

ることができた。 

４  

○  素晴らしい結果が出て

いると思う。読書カードを

保護者にも見てもらって

はどうか。  

５ 特別な配慮を必

要とする児童へ

の適切な指導や

支援を行います。 

○  特 別 な 配 慮 を 必

要 と す る 児 童 の 個

別の教育支援計画・

指導計画の作成・活

用 100％  

○  病 院 受 診 ・ 心 理 検 査 を 受 け た 児 童

には、保護者の了解を得て、個別の教

育 支 援 計 画 ・ 指 導 計 画 の 作 成 を ６ ・

10・２月に行い、活用をする。  

３  

○ 個別の教育支援計画・個別の教育指導計画の作成及び

活用は、１００％である。 

○ ケース会議や特別支援教育関係の要請相談を必要に応

じて行うことができた。 

３  
○  今後も適切な指導や支

援を続けてもらいたい。  



令和５年度    串間市立北方小学校  学校関係者評価書  
Ｎｏ．２                                   （ ４ 期待以上   ３ ほぼ期待通り   ２ やや期待を下回る   １ 改善を要する ） 

本年度の 

重点目標 

【知】「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力、人間性等」の育成  ～子供が「分かった！ できた！」と実感できるような授業～ 

基礎・基本の確実な定着を図る取組、主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり、補充指導の場の確保、学習のサイクルの確立、読書教育の推進等 

【徳】思いやりの心と豊かなコミュニケーション能力を身に付けた児童の育成 

  思いやりのある態度、あいさつ、言葉遣い、返事の指導、時と場に応じた行動の指導（無言移動など）、豊かなコミュニケーション能力の指導等 

【体】健康や安全について自ら考え行動し、望ましい生活習慣や体力を身に付けた児童の育成 

  「早寝・早起き・朝ご飯」の生活習慣の確立(特に「早寝」) 、「自分の命は自分で守る」ことについての指導、「体力向上プラン」に基づく体力づくりの取組、むし歯予防の指導及び

治療率の向上等 

評価 

項目 

評価 

指標 

具体的な 

数値目標等 
方策・手立て 

評  

価  

結果及び考察・ 

改善策等 

学校関係者 

評価 結果及び考察・改善策等 

 

豊
か
な
心
の
育
成 

１ 学校や地域に

おいて、いつで

も進んであいさ

つや元気な返事

ができる児童を

育てます。 

○  全員が元気なあい

さつや返事ができる。 

○  朝 の あ い さ つ 運 動 を 通 し て 、

「ス・ゲ・エ・あいさつ」に取り組

ませ、習慣化を図る。  

○  保護者に交通立番をお願いし、

地域でも進んで気持ちの良いあい

さつができるように働きかける。  

３  

○ 運営委員会の「あいさつ運動」のおかげで、元気なあい

さつができる児童が少しずつ増えてきた。これからも児童

が主体となった「あいさつ運動」に取り組んでいきたい。 

 

３  

○  地域で差があるように

思う。地域でのあいさつ

も進んでするようにした

い。  

２ 進んで掃除し

たり、ボランテ

ィア活動したり

する勤労と奉仕

の精神を育てま

す。 

○ 全員が掃除の仕方

や自分の役割を理解

し、無言掃除に取り組

める。 

○  進んでよいことを

見付け、ボランティア

活動をしている児童

90％以上 

○  清掃班会等を通して、清掃の流

れや自分の役割をはっきりさせ、

活動後には、しっかりと振り返り

をさせる。  

○  掃除活動やボランティア活動に

積極的に取り組んでいる児童を称

賛し、意欲付けを図る。  

２  

○ 進んで掃除をしたり、ボランティア活動をしたりしてい

るという児童の割合は６８％だった。 

○ 学級活動や道徳の時間を通して、進んで掃除をしたり、

ボランティア活動に取り組んだりしたいという児童の割

合を高めていきたい。 

２  

○  児童自らボランティア

の場所を決めて取り組ま

せ、達成できたら大いに

称賛するなど、褒めて伸

ばす取組をしてもらいた

い。  

３  思いやりの心

とコミュニケー

ション能力をも

った児童を育て、

いじめのない学

級をつくります。 

○ 友達と仲よくして

いる、学校が楽しいと

答える児童が９０％

以上 

○  楽しい学級、楽しい学校づくり

に努め、いじめや不登校の未然防

止に努める。  

○  毎月、心のアンケートを実施し、

全職員間で情報の共有化を図ると

ともに、問題の早期発見・解決に

全力を尽くす。  

３  

○ 友達と仲良くしていると答える児童の割合が９５％、学
校が楽しいと答える児童の割合は 9２％だった。 

○ 必要に応じてケース会議等を開き、全職員で情報を共有
することで、共通理解、共通実践、早期解決に努めること
ができた。 

○ 「心にふれあう協議会」を月１回開催し、全職員で児童
を見守る体制を整えている。 

３  

○  これからも、全職員で

情報を共有し合い、児童

全員が楽しいと思える学

校づくりを目指してほし

い  

４  目標や希望を

もち、その実現に

向かって継続し

て努力する児童

を育てます。 

○ 目標をもって努力

をしている児童が

80％以上 

○  人の役に立つ人に

なりたいと思う児童

（高学年）80％以上 

○  短期的・長期的な目標や具体的

な手立てを設定させ、称賛や励ま

しを行っていく。  

○  全教育活動を通して、キャリア

教育を意識して指導を行い、望ま

しい職業観・価値観を育てる。  

３  

○ 目標をもって努力しているという児童は 9６％、人の役

に立つ人になりたいと思う児童は 9６％だった。 
○ 今後も全教育活動を通して、キャリア教育を推進し、目
標や希望をもって、努力する児童の育成を目指したい。 

４  

○  素晴らしいと思う。こ

れからも目標をもって努

力する児童の育成に取り

組んでほしい。  

 



令和５年度    串間市立北方小学校  学校関係者評価書  
Ｎｏ．３                                  （ ４ 期待以上   ３ ほぼ期待通り   ２ やや期待を下回る   １ 改善を要する ） 

本年度の 

重点目標 

【知】「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力、人間性等」の育成  ～子供が「分かった！ できた！」と実感できるような授業～ 

基礎・基本の確実な定着を図る取組、主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり、補充指導の場の確保、学習のサイクルの確立、読書教育の推進等 

【徳】思いやりの心と豊かなコミュニケーション能力を身に付けた児童の育成 

  思いやりのある態度、あいさつ、言葉遣い、返事の指導、時と場に応じた行動の指導（無言移動など）、豊かなコミュニケーション能力の指導等 

【体】健康や安全について自ら考え行動し、望ましい生活習慣や体力を身に付けた児童の育成 

  「早寝・早起き・朝ご飯」の生活習慣の確立(特に「早寝」) 、「自分の命は自分で守る」ことについての指導、「体力向上プラン」に基づく体力づくりの取組、むし歯予防の指導及び

治療率の向上等 

評価 

項目 

評価 

指標 

具体的な 

数値目標等 
方策・手立て 

評  

価  

結果及び考察・ 

改善策等 

学校関係者 

評価 結果及び考察・改善策等 

健
や
か
な
体
づ
く
り 

１ 家庭との連携を

図りながら、正し

い基本的な生活習

慣（早寝・早起き・

朝ご飯）を身に付

けさせます。 

○  早 寝 の で き る

児童が 80％以上  

○  「しっかり朝ご

はん」のできる児

童が 95％以上  

○  保健だよりや学級通信、参観日

の懇談会等で継続的に呼びかけを

行い、家庭の協力を得る。また、長

期休業明けに生活リズムチェック

を活用し、基本的な生活習慣の意

識化を図る。また、集計結果を保護

者へ知らせ啓発を図る。  

３  

○ ２学期の取組の結果では、早寝のできる児童は８２％、

「しっかり朝ごはん」のできる児童は９８％だった。今後

も、保護者と連携しながら、機会あるごとに基本的な生活

習慣の定着に向けた啓発や具体的な手立てを実践してい

く必要がある。 

３  
○  良い結果だと思う。継

続して取り組んでもらい

たい。  

２  児童一人一人

に応じた、運動や

スポーツに親し

む態度の育成や

体力の向上を図

ります。 

○  新 体 力 テ ス ト

の 結 果 が 全 学 年

県平均以上  

○  運動が好き、楽

し い と 答 え る 児

童が 90％以上  

○  新体力テストの結果をもとにし

た体力向上プランと準備運動１０

の実践等、各学年の実態に応じて

取り組む。  

○  めあてや目標をもって運動に取

り組ませ、協同的に問題を解決し

ていく授業を実践する。  

３  

○ 新体力テストの結果では、A判定児童が１８％、DE判

定児童が２３％だった。昨年度に比べて、改善傾向がみら

れた。 

○ 運動が好き、楽しいと答える児童は８８％だった。 

 今後も、「好き」「楽しい」という気持ちが体力の向上につ

ながっていくような取組をしていきたい。 

３  

○  県平均と比較してどう

なのか知りたい。外遊び

の奨励を継続して行って

ほしい。  

３  望ましい食習

慣を身に付けさ

せるとともに、食

に感謝する心を

育てます。 

○  食 器 な ど を 正

し く 持 っ て 好 き

嫌 い 無 く 食 べ る

児童が 90％以上  

○  弁 当 の 日 実 施

年間３回  

○  給食時間は、各学級において具

体的な食に関する指導（マナー等

も含む）を継続する。  

○  保健だよりや掲示物、学級通信

等で弁当の日の啓発を行う。  

３  

○ 好き嫌いなく食べるという児童の割合は７１％だった。

昨年度に比べて、改善傾向にある。 

○ 弁当の日は、学期１回実施できた。 
３  

○  昨年度と比較して改善

傾向が見られたのは良か

った。来年度は更に数値

が良くなるよう取り組ん

でほしい。  

４  むし歯をはじ

めその他病気や

けがのない健や

かな体の児童を

育てます。 

○  む し 歯 の な い

児童（処置済みも

含 む ） の 割 合

90％以上  

○  校 内 の け が の

発生月 20 件以

下  

○  ６月、11 月を「歯の健康の重点

月間」とし、学級活動を展開すると

ともに、生活指導週間を通して歯

みがきの習慣化を図る。  

○  けがの発生に関する統計を活用

し、けがの具体的な内容を基に全

体及び個別に、けがの防止に関す

る指導を行う。  

２  

○ むし歯のない児童の割合は７５％だった。今後とも児童

への歯磨きの指導、保護者への早めの治療の啓発を行って

いく。 

○ けがの発生は、毎月平均１７件程度発生している。昨年

度に比べ改善傾向にある。けがの予防とともに危険を予知

し、回避できる能力の育成も図っていきたい。 

２  
○  保護者への啓発が必要

だと思う。根気強く取り

組んでほしい。  



令和５年度    串間市立北方小学校  学校関係者評価書  
Ｎｏ．４                                  （ ４ 期待以上   ３ ほぼ期待通り   ２ やや期待を下回る   １ 改善を要する ） 

本年度の 

重点目標 

【知】「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力、人間性等」の育成  ～子供が「分かった！ できた！」と実感できるような授業～ 

基礎・基本の確実な定着を図る取組、主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり、補充指導の場の確保、学習のサイクルの確立、読書教育の推進等 

【徳】思いやりの心と豊かなコミュニケーション能力を身に付けた児童の育成 

  思いやりのある態度、あいさつ、言葉遣い、返事の指導、時と場に応じた行動の指導（無言移動など）、豊かなコミュニケーション能力の指導等 

【体】健康や安全について自ら考え行動し、望ましい生活習慣や体力を身に付けた児童の育成 

  「早寝・早起き・朝ご飯」の生活習慣の確立(特に「早寝」) 、「自分の命は自分で守る」ことについての指導、「体力向上プラン」に基づく体力づくりの取組、むし歯予防の指導及び

治療率の向上等 

評価 

項目 

評価 

指標 

具体的な 

数値目標等 
方策・手立て 

評  

価  

結果及び考察・ 

改善策等 

学校関係者 

評価 結果及び考察・改善策等 

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り 

１  市内小中学校 

及び近隣の認定 

こども園との連携

を進めます。 

○  秋山小との交流会の 

数を前年度以上 

○  市小中高一貫教育関 

連の教育活動の完全実施 

○  地区内認定こども園 

との連携を学期１回以上 

○ 市内の小中高の児童生徒や教職員との 

交流の機会に進んで関わり、市小中高一 

貫教育を推進する。 

○ 認定こども園との交流を計画し、児童 

と園児の交流や教職員との交流活動を  

行う。 

３  

○ 秋山小との交流は、合同運動会を開くなど計画的に
実施することができた。 

○ 市の小中高一貫教育の取組は計画通り実施すること
ができた。 

○ こども園との交流も計画通り実施することができ

た。 

３  
○  引き続き、他校やこど

も園との連携に取り組ん

でほしい。  

２  地域の物的、 

人的教育資源の 

情報収集に努め、

学校の教育活動 

に生かします。 

 

○ 地域の「人・もの・こと」

を生かした教育活動を 全

学年で年間２回以上 

○ 地域の素材や人材について、地域や行政

等を通じて積極的な情報収集に努める 

○ 地域素材集を積極的に活用した授業づく

りを行う。 

○ 校外学習や体験活動等の意義を児童にし

っかりと伝え、活動後の指導の充実も図っ

ていくようにする。 

３  

○ 各学年の校外学習では、地域資源を活用した活動を

することができた。 
○ 田植えや稲刈り、金柑の収穫体験など、地域と連携
した体験活動を実施することができた。 

 

３  

○  これからも地域資源の

活用に努め、ふるさとを

愛する児童の育成に努め

てほしい。  

３ 保護者とともに

ＰＴＡ活動を進

め、コミュニケー

ションをとりな 

がら、信頼され 

る学校をつくり 

ます。 

○  学校を信頼し、安心 

して子どもを預けてい 

る保護者が９０％以上 

○  様々なＰＴＡ活動に、保護者ととも  

に教職員が参加することで、信頼関係を築

いていく。 

○ 学級担任を中心に保護者との連携を密に

しながら、児童に関する情報を共有し、   

ともに子どもを育てる意識を常に持つ。 

３  

○ 学校評価アンケートの結果をみると、９５％以上の
保護者は学校を信頼し、安心して預けられていると感

じているようである。 
○ ＰＴＡ関連の行事はほぼ計画通りに実施することが
できた。 

○ 学級懇談や個人面談等を通じて、可能な限り保護者
との連携を図ることができた。 

３  

○  良い結果が出ていると

思う。学校を信頼してい

るという保護者が 100％

になるよう今後も努めて

ほしい。  

４  学校教育の理 

解と協力に向け

て、様々な方法 

で情報の発信と 

収集に努めます。 

○  学級通信等の定期発 

行及び学校ホームペー 

ジの定期的な更新 

○  毎学期２回の学級懇 

談会実施と年２回の保 

護者アンケートの実施 

○ 子どもたちの様子や学校の話題を通信・

学校ホームページ等に掲載する。 

 

○ 家庭や地域から学校への意見を集約し、

今後の教育活動の改善に生かしていく。 

３  

○ 学校ホームページの更新回数を増やすことができ

た。 
○ 運動会や教育活動に関する保護者アンケートの結果
でも肯定的な評価をいただくことができた。今後も保

護者や地域との連携を図りながら教育活動を展開して
いきたい。 

３  
○  今後も情報の発信に努

めてほしい。  

 


